
第2章

優れた建築家の学歴 ・職歴

2-1



第2章 優れた建築家の学歴 ・職歴

2.1 調査 の概 要

2.1.1 調 査の 目的

第2章 の目的は、1.7 (1) で述べた 「優れた建築家を育てる建築デザイ

ン教育は存在するか?」 という問題を明らかにし、それに基づいて、景観

デザインのあり方: 初期案の検証と改良への示唆を得ることである。

大学や職場での建築デザイン教育が優れた建築家の育成にどれだけ貢

献しているのか、あるいは、優れた建築家は独学や偶然の産物なのか不明

である。優れた建築家を多数輩出する大学や職場と、そうでない大学 ・職

場があることはだいたい分かっているが、その差がどの程度有るのか不明

である。もし有意な差があるのであれば、それは優れた教育とそうでない

教育のレベル差があり、それが結果として人材輩出のレベル差に現れたと

考えられる。

もし、優れた建築家を育てる建築デザイン教育が存在しないのであれ

ば、景観デザイン教育も成立しない可能性が高い。また、建築デザイン教

育から学べることは何もないかもしれない。

2.1.2 調査の内容と方法

まず、優れた建築家がどのような教育を受けてきたかを把握するため、

学歴、職歴を調査する。また、収集したデータを数量化II類 により統計的

に分析する。

(1) 優れた建築家とは誰か

優れた建築家の定義は様々であるが、ここでは建築に関する賞を受賞し

た建築家を優れた建築家とする。日本建築学会賞をはじめとする各種の建

築賞は、権威のある建築家 ・建築研究者などからなる選考委員会によって

選ばれた、優れた作品とその設計者を讃えるものである。

優れた建築家を定義づける、ある程度信頼性と客観性のある指標とし

て、建築賞の受賞を採用する。

(2) 調査対象の建築賞

建築賞には、様々な種類があるが、ここで調査する建築賞を以下に示す。

原則として日本全国の建築物を対象としているもので、かつ、実作を対象

としている (構想 ・計画段階のものは含まない) ものを取り上げる。作品

賞でないものや、個人を表彰しない賞は調査対象としない。

・建築学会賞 (作品) 日本建築学会

・作品選奨 日本建築学会

・JIA新 人賞 日本建築家協会

・日本建築士会連合会賞 日本建築士会連合会

・芸術選奨 文化庁

・公共建築賞 公共建築協会

・村野藤吾賞 村野藤吾記念会

・朝日賞 朝日新聞社
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・日本芸術院賞 日本芸術院

・吉田五十八賞 吉田五十八記念芸術振興財団

・毎日芸術賞 毎日新聞社

・プリッカー賞

・日本芸術大賞 新潮社

・日本建築構造技術者協会賞 (JSCA賞) 日本建築構造技術者協会

・松井源吾賞 事務局: 新建築社

2.1.3 既往研 究 ・参考文献

(1) 既往研究

建築家の学歴 ・職歴などに関する既往研究としては、日本建築学会建

築教育委員会生涯教育小委員会 「建築界における専門人材のキャリア形

成過程に関する調査研究」1995が ある。この研究では建築界の人材を、

設計事務所、大手ゼネコン、中小ゼネコン、サブコン、町場工務店の5つ

に分類し、それぞれのキャリア形成過程について、アンケート調査している。

この調査では、 「キャリア形成のために重要だった場所」と 「その理由」

についての調査が行われており参考になる (図2-1)。 それによれば、設

計事務所で働く人の多くは、学校よりも、職場での経験や師匠から学んだ

ことがキャリア形成に重要だったと答えている。また、その理由では、良い

師匠と巡り会えたことが最も多数である。このように、建築家にとっては職

場が重要な教育の場であることがわかる。

ただしこの調査の被験者は、東京建築士会名簿から無作為に抽出され

ている。そのため、優れた建築家のみを対象とした場合に同じ結果となる

かどうか確認する必要がある。また、学校教育の有効性を直接質問したわ

けではなく、学校教育が重要でない理由も不明である。

図2-1 建築設計事務所職員のキャリア
形成過程に関する調査結果 (「建築界に

おける専門人材のキャリア形成過程に関

する調査研究」より抜粋)

サンプル数は91で 、東京建築士会名薄

より無作為抽出

キャリア形成に重要だった場所 重要だった理由
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(2) 参考文献

建築家の学歴 ・職歴をまとめた参考文献としては、次のものがある。

■「現代日本建築家名鑑'98」 工文社, 1998

現在活躍中の建築家の住所、氏名、生年、所属、学歴 ・職歴 ・師弟

関係などがまとめられている。

■松村貞次郎 ・近江栄 ・鈴木博之 ・藤森照信監修 「新建築1981年12

月臨時増刊 『日本の建築家』」新建築社, 1981

明治期から現代までの著名な建築家について略歴や作品の概要がまと

められている。また、建築家の師弟関係についても調査されている。

■「新建築」および 「住宅特集」新建築社

これらの建築雑誌では雑誌に登場する建築家の略歴を巻末に掲載して

いる。

■「人物情報データベース」

インターネットで公開 (有料) されているデータベースで、 「朝日新聞

人物データベース」「日外有名人情報」 「読売人物データベース」などがあ

る[1]。

建築賞に関する情報は、各々の賞を主宰する事務局から入手することが

できるが、日本建築学会賞、日本建築学会作品選奨、JIA新 人賞、日本

建築士会連合会賞などはインターネットでデータベースが公開されている。

[1] @nifty人 物 情 報 横 断 検 索

http://www.nifty.com/QXCJ/
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2.2建 築 賞 につ いての 調査

2.2.1 調量対象の建築賞の概要

調査 した建築賞の一覧を表2-1に 示す[2]。これらの賞を受賞した建築

家の経歴を調査する。

ただし、日本建築構造技術者賞 (JSCA賞) と松井源吾賞の受賞者は、

調査対象から外した。これは、2つ の理由による。1つ は、構造設計者の

経歴はほとんど公開されていないこと。もうひとつは、今回は意匠関連の

人材の教育についての調査が主眼であることである。また、作品賞でない

ものや、個人を表彰 しないものも、調査対象から外した。さらに団体名で

受賞している作品も除外した。

その結果、調査対象となる建築家は、表の背景がグレイの賞を受賞し

た建築家、346人 となる。

[2] 各賞の性格について資料編にまとめ
た

表2-1 建築賞 一覧表
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2.2.2 調査対象の建築 家一覧

調査対象とする建築家の一覧を表2-2に 示す。各建築家の詳細な経歴

は、資料編に掲載した。

表2-2 調査対象建築家一覧
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*高 橋 てい一 氏 の 「てい」 の字 は 、 青 へん につ くりは光
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2.3大 学 以 前 の教 育

2.3.1 出身地

調査対象建築家の出身地の調査を行った。その結果を表2-3と 、図

2-2に 示す。

東京都の出身者が非常に多いことが分かる。東京の人口が多いというこ

とが理由の一つであると考えられるが、それだけでは説明がつかないほど、

東京に集中している。

この理由については、文化の集積度の違いなどが考えられるが、統計

的な相関や因果を示すことはできなかった。
表2-3 意匠関連の建築賞受賞者の出身
地

図2-2 調査対象建築家の出身地
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2.3.2学 力

図2-3調 査対象建築家の学力

● Aランク (学力が極めて高い)

東京大学、東京工業大学、東京芸

術大学、京都大学、早稲田大学、

慶応義塾大学

●Bラ ンク (学力が高い)
北海道大学、東北大学、千葉大学、

横浜国立大学、名古屋工業大学、

京都工芸繊維大学、大阪大学、神

戸大学、九州大学、東京理科大学、

日本女子大学、法政大学、明治大

学

●Cラ ンク (学力が普通)
日本大学、芝浦工業大学、武蔵工

業大学、武蔵野美術大学、神奈川

大学、名城大学、大阪工業大学

●Dラ ンク (学力が普通以下)

その他の大学

表2-4主 な大学の建薬系学科の入学難

易度

データは、螢雪時代 (旺文社) によるもの。

年によって評価基準が異なる可能性があ

るため、表の横方向の比較は無理がある

が、同じ年の大学相互 の比較には意味

がある。

1995年 以降の国立大 学の数値は、セ

ンター試験800点 満点の目標得点であ

ク、その僧の数値は、旺文社による偏差

値である。

共通-次 試鹸が始 まつたのは、1979

年度 入試からであり、それ以前には、大

学の入学難易度を数値化した指標は存

産しない。

共通 一次以前には、一期茂、二期校の

区別があった。一期校は、次の28大 学

である。

北大、岩手、東北、お茶の水 東京、

東京教育、東芸、東工、東京水産、一橋、

新潟、金沢、名古屋、三重、京都、大

阪、神戸、奈良女子、鳥取、岡山、広

島、徳島、高知、九州、九州芸工、長崎、

熊本、宮崎

大学入学以前の教育について推し量るひとつの指標として、学力を調査

する。ここでは、調査対象建築家の出身大学の偏差値によって大学以前の

学力を把握する。

主な大学の偏差値 (またはセンター試験の目標値) と、その推移を表

2-4、 図24に 示す。

この結果から、大学を入学難易度別に4つ のランクに分類 し、調査対

象建築家を大学以前の学力で分類 したものが、図2-3で ある。建築賞を

受賞する建築家は、大学以前の学力においても秀でている人が多いことが

分かる。(慶 應義塾大学はごく最近まで建築学科を持たなかった。図2-3

に慶応義塾大学があるのは、葉祥栄、谷口吉生の2人 が慶応義塾大学 (建

築以外の学科) 卒業だからである。)
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図2-4主 な大学の建築系学科の入学難

易度の推移

年によって偏差値は変働 するが、大学間

を比較ずると、順位はあまり変動 してい

ないことが分かる。

なお、1995年 以降 の国立大学のデー

タは、センター入試目標値を偏差値に換

算してグラフ化している。

表2-5偏 差値による大学のランク分け
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2.4大 学教育

2.4.1調 査対象建築 家の出身大学

調査対象建築家の出身大学 (学部) を調査した結果が図2-5、 大学院

の調査結果が図2-6で ある。建築系の学科を持つ大学は全国に100あ ま

り存在する[3]のだが、優れた建築家を輩出する大学はかなり少なく、しか

も偏りが大きいことが分かる。これだけ偏りが大きいということは、それな

りの理由があるはずである。

原因のーつとして、大学の定員が考えられる。出身者数を学科の定員

で割ったものが表2-8お よび図2-7で ある。早稲田大学は定員が多いが、

東京芸術大学は非常に少ないため、図のような結果となる。(大 学の定員

とその推移を図2-8お よび表2-9に 示す。) この図でもやはり偏りが見られ

る。

[3]建 築 系学科を持つ大学のリストを資

料編に掲載した。

図2-5調 査対象建築家の出身大学

(単位:人)

図2-6調 査対象建築家の出身大学院

複数の大学院に進学した者については両

方をカウントした。(単位:人)

大学院に進学していない者、

および進学大学院が不明の者

224
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表2-6、 図2-7調 査対象建築家の出身

大学別の定員に対する割合 (人数/定

員)

図2-8主 な大学建築系学科の2000

年度入試の定員

表2-7主 な大学建築系学科の定員の推

移 (入学試験の定員)

表の背景がグレーの部分は、建築と土

木などがーつの学科に含まれる場台であ

り、建築コースの概略の定員を示した。
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また、学会賞などの歴史のある賞では、古い伝統を持つ大学が有利で

あると考えられる。そのため、1990年 以降の学会賞受賞者の出身大学を

グラフにしたが、やはりここでも偏りが見られる (図2-9)。 またリストに表

れる大学名は、昔も今もほとんど変わりがない。

したがって、優れた建築家を輩出する大学とそうでない大学があり、そ

の原因は大学教育の内容の差異によるものや、伝統に関わるものであるこ

とが示唆される。

また、建築学会賞 (論文)、 および建築学会奨励賞 (論文) の受賞者

の出身大学も調査を行った (図2-10, 2-11)。 作品部門とは大学の顔ぶ

れやシェアが変わり興味深い。設計教育に力を入れている大学と、研究に

力を入れている大学の差が現れているように考えられる。

図2-9 1990～2001年 学会賞 受賞

建築家の出身大学

数字は入数で合計45人

図2-10建 築 学会賞 (論文) 1949
～2002年 の受賃者の出身大学

数字は入数で合計382人

図2-11 建築学会奨励賞 (論文)

1989～2002年 の受賞者の出身大学

数字は人数で合計209人
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2.5 実務教育

2.5.1 実 務 教 育 のパ ターン

図2-12 調査対象建築家の職歴の分類

(単位:人)

●
 5つ のパターンのいずれかに当て

はまる者

● パターンに当てはまらない者、ま

たは職歴の詳細が不明の者

●  職歴が全 く不明の者

図2-13 職歴の5つ のパターンのパター

ン別人数 (単位:人)

1人が複数のパターンに当てばまる場合

は、複数回カウントした

調査対象建築家の職歴を調査した結果、5つ のパターンが見受けられ

た。全体の約60%は 、いずれかのパターンに当てはまる (図2-12)。 優

れた建築家になるためには、大学教育も重要であるが、職場での実務教育

も重要であることは、容易に想像できる。

調査結果は、どのような職場で実務教育を受けることかということが、

重要な点であることを示している。

(1) 大学研究室パターン

大学で修行するパターン (大学院博士過程 、または複数の大学院で学

んだ者)

(2) 大手設計事鶏所パターン

大手設計事務所で修行するパターン (日建設計 ・山下設計 ・日本設計 ・

石本建築事務所 ・三菱地所 ・松田平田設計事務所 ・久米設計ほかでの勤

務経験がある者)

(3) 大手ゼネコンパターン

大手ゼネコンで修 行するパターン (竹 中 ・清水 ・大林 ・大成 ・鹿 島で

の勤務経験がある者をカウント)

(4) アトリエパターン

著名なアトリエで修行するパターン (受賞者のアトリエで勤務した経験

のある者)

(5) 官庁営繕パターン

官庁営繕で修行するパタ-ン (逓信省で勤務した経験のある者)

● 大学研究室パタ-ン

● 大手設計事務所パターン

● 大手ゼネコンパターン

● アトリエパターン

● 官庁営繕パターン
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